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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前身頃及び後身頃を有するブラジャー機能を有するハーフトップにおいて、後身頃地を
横方向に伸縮性を有する生地で構成し、更に、後身頃部に、前身頃のブラジャーカップ部
両上縁端より左右の両肩上を通り、後身頃背中央部分を縦方向に覆って後身頃下縁の裾テ
ープに至る、伸縮性の少ない略Ｙ字状の生地を後身頃地に縫着せず遊離した状態で設け、
略Ｙ字状の生地下端を後身頃下縁の裾テープに縫着したことを特徴とするハーフトップ。
【請求項２】
　略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地を、前身頃及び後身頃の身体に接する側に設けてなる請
求項１記載のハーフトップ。
【請求項３】
　前身頃のブラジャーカップ部脇から後身頃にいたるハーフトップの脇下部分を、肌に接
する面が凹凸面を有し、横方向に伸縮性を有する布地で構成してなる請求項１乃至請求項
２のいずれかに記載のハーフトップ。
【請求項４】
　略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地が縫着された後身頃の裾テープ上縁より、後身頃上方に
むけて後身頃に半円状の切込みを設け、略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地が、半円状の切込
みより覗くように構成してなる請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のハーフトップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、背筋を伸ばし、姿勢を正しく保つ背筋補正効果を有するハーフトップに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、女性がそのプロポーションをいかに美しく保つかと言うことと、ブラジャー本体
のバスト部の成型機能を得ることが求められてきた。
　近年、ウォーキング，エアロビクス等身体を鍛え、しかも美しく保つための運動がさか
んに行われている。このような運動を行う際に着用する衣服として、身体の引き締めや筋
力増強を考慮した上半身を覆う上衣としても着用できるハーフトップの需要が高まってい
る。
【０００３】
　ブラジャーとしては、女性がプロポーションを美しく保つために背面部分に伸縮性素材
を使用せず、前面部及びカップ部分に伸縮性に富む素材を用いた矯正ブラジャーが開示さ
れている（特許文献１）。
　また、積極的にバスト部の整形を行い、着用者の上半身の姿勢を補正するブラジャーと
して、左右の肩紐に長手方向に強い伸縮性を有するテープを使用し、この肩紐の後端部分
を、バック布のほぼ中央部の上縁近傍部でＸ字形状にクロスさせ、クロス部より下の方の
部分を、バック布の中央上縁近くでＸ字形状にクロスさせてバック布に縫着した背筋を伸
ばす補正機能を有するブラジャーも知られている。（特許文献２）
【０００４】
　然しながら、上記のブラジャーにおいては、それぞれブラジャーとしての機能を高める
ために発明されたものであり、そのままハーフトップとして着用することができず、何ら
かの上衣を着用する必要があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－１１５３０４号公報
【特許文献２】特開２００４－３６０１２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のようなブラジャーにおいては、乳房を引き上げ美しい形状に保つために設けられ
た部分にかかる力は、すべて左右のブラジャーのストラップに作用する。従って、細いス
トラップ紐では皮膚に及ぼす負担が大きく、しばしば該部に痛みやかゆみを生じる。そこ
で、本発明のハーフトップにおいては、ブラジャー機能を有すると共に、ハーフトップ背
面に背中の縦方向に背筋を伸ばす伸縮性編地を設けることにより、背筋補正効果を有する
ハーフトップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明においては、前身頃及び後身頃を有するブラジャー機能を有するハーフトップに
おいて、後身頃地を横方向に伸縮性を有する生地で構成し、更に、後身頃部に、前身頃の
ブラジャーカップ部両上縁端より左右の両肩上を通り、後身頃背中央部分を縦方向に覆っ
て後身頃下縁の裾テープに至る、伸縮性の少ない略Ｙ字状の生地を後身頃地に縫着せず遊
離した状態で設け、略Ｙ字状の生地下端を後身頃下縁の裾テープに縫着した。
　略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地を、前身頃及び後身頃の身体に接する側に設けてなる。
　前身頃のブラジャーカップ部脇から後身頃にいたるハーフトップの脇下部分を、肌に接
する面が凹凸面を有し、横方向に伸縮性を有する布地で構成してなる。
　略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地が縫着された後身頃の裾テープ上縁より、後身頃上方に
むけて後身頃に半円状の切込みを設け、略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地が、半円状の切込
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みより覗くように構成してなる。
【０００８】
　更に、前身頃のブラジャーカップ部脇から後身頃にいたるハーフトップの脇下部分を、
肌に接する面が凹凸面を有し、横方向に伸縮性を有する布地で構成して、血行促進の効果
を達成した。一方、略Ｙ字状の伸縮性の少ない生地を縫着する後身頃下縁に沿い、後身頃
下縁より背部上方にむけて後身頃に半円状の切込みを設け、略Ｙ字状の伸縮性の少ない生
地が半円状の切込みより覗くように構成し、健康と、外観上の美観を得るようにした。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によるハーフトップは、背部に伸縮性の少ない生地を縫合することなく設けて配
置すると共に、ハーフトップ前身頃および後身頃にも横方向に伸縮性を有する生地をそれ
ぞれ使用したものであるので、本発明によるハーフトップを着用することにより縦横に交
差する緊締力を有し、胸部を反らせ、背部の筋肉を引き締めて背筋を伸ばし、姿勢を矯正
する効果を有する。しかも、背部に設けた縦方向のＹ字型緊締布は、後身頃地と縫着され
ていないため、両方向への緊締力はお互いに干渉することなくその効果を十分に発揮する
ことができるように構成されている。そして、身体の一部のみに力が加わることがなく、
快適に着用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明によるハーフトップの前身頃を示す正面図である。
【図２】本発明によるハーフトップの後身頃を示す背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明のハーフトップは、上記したように背筋補正効果を発揮するよう発明、構成され
たものである。
　図１は本発明ハーフトップの具体例の１つを示す前身頃正面図である。図面に示された
前身頃１は通常のブラジャー兼用のハーフトップと同様の構成を有し、前身頃中央に剥ぎ
目２と、乳房を覆う部分を体型に添うよう形成する為の切替線３、３を設け、左右長さ調
節機能を有する金具４，４を有するストラップ５，５が前身頃上端６，６から後身頃７の
背布８の上端９、９と結合されている。ウエスト下端には裾テープ１０が設けられている
。前身頃１の裏面は通常のブラジャーと同様に構成され、前身頃１本体裏面には、カップ
パッドを縫着したり、カップパッドを挿入するパッド挿入口を設けることが出来る。
【００１２】
　本発明の第１の特徴は、通常のハーフトップに前身頃１の裏側１１から肩上１２、１２
を通り連続して後身頃７の背布８の裏側に配置されて背中を覆い、裾部の裾テープ１０に
縫着される略Ｙ字型の伸縮性の少ない生地よりなるＹ字型部片１３を後身頃７の一部にお
いて背布８と重なるように設けたことにある。このＹ字型部片１３は、背布８からフリー
な状態で縦方向に背筋を引き締める。Ｙ字型部片１３は、背布８より裏側、即ち、肌に接
する側に設けることが望ましい。Ｙ字型部片としては、例えばサテンネット地を使用する
ことが出来る。
【００１３】
　一方、ハーフトップの前身頃１の布地及び後身頃７の背布８の布地には、横方向に伸縮
性を有する素材を使用して横方向に伸縮性を持たせている。このようにすることによって
、本発明のハーフトップは、背中部分においてＹ字型部片１３の縦の保持方向と横の伸縮
方向が十字に交差し、縦方向に保持する力が背中に作用し、かつ横方向は適度な伸縮性に
より締め付け感が少なく、背中のホールド感を高めることが出来る。
【００１４】
　略Ｙ字状の背中に伸縮性の少ないＹ字型部片１３を縫着する後身頃７の裾テープ１０の
上縁１４に沿い、背布８下縁より上方にむけて半円状の切り欠き１５を設け、略Ｙ字状の
背中縦方向に伸縮性を有する生地１３が半円状の切り欠き１５より覗くように構成するこ
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ともできる。このような半円状の切り欠き１５は、外観上好ましいものであるばかりでな
く、背布８の裾テープ１０への縫着部分の長さを少なくすることにより、より背布８が身
体に沿った自由な動きを可能とし、着用感を高めることが出来る。
【００１５】
　また、上記したハーフトップにおいて、脇布を例えば横方向に畝を有するような凹凸の
ある布地又は編地１６を身体の肌に接する部分に使用すれば、運動時にこの部分の皮膚が
刺激を受けることによって身体の血行を促進し、健康増進効果を達成することが可能であ
る。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
　本発明のハーフトップは、横方向に伸縮性を有する後身頃において、略Ｙ字型の縦方向
に伸縮性の少ないＹ字型部片を、後身頃の背布と重なるように遊離の状態で設けたので、
縦横両方向に保持する力が背中に作用し、背中の高いホールド感を達成することが出来た
ものであり、着用によって姿勢を矯正し、健康増進に寄与することができる衣類である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　前身頃
　２　剥ぎ目
　３　切換線
　４　金具
　５　ストラップ
　６　前身頃上端
　７　後身頃
　８　背布
　９　背布上端
　１０　裾テープ
　１１　パッド挿入口
　１２　Ｙ字型部片肩上部分
　１３　Ｙ字型部片
　１４　裾テープ上縁
　１５　半円状切り欠き
　１６　凹凸地 
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